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積石塚古墳が点在する甲府市東部の横根・桜井両町は、甲斐国分寺の瓦を供給 したり上

器の生産を行うなど、自鳳時代から平安時代にかけて甲斐国の窯業生産の中心 となった重

要な地域です。

積石塚古墳については、窯業に従事 した工人集団の墳墓とする説も提起されてお ります

が、古墳の成因についてはまだまだ謎が多 く、本格的な解明はこれからの研究の深化を待

たなければなりません。

そのため、甲府市教育委員会では積石塚古墳の詳細な分布調査を実施 してその位置を記

録 し、佃別にプレー トを設置するなど、遺構の保護・保存 と啓蒙活動に力を注いで きたと

ころでございますが、山林の伐採作業を行 う際にいくつかの積石塚に損傷が及漆 という不

測の事態が起 きてしまいました。

今回の発掘調査は、損傷 。破壊の度合いを遺構の残存状況から確認することを目的に実

施致 しましたが、このようなことが三度 と起こらぬよう、大規模な山林伐採への対応方法

を関係諸機関と協議 し、また、積石塚古墳の存在 と保護の必要性をピーアールできるよう、

平成11年度には桜井町内の15基 を市文化財に指定させていただきました。

総数145基 に及漆横根・桜井積石塚古墳群は全国でも屈指の規模を誇るものであ り、武田

氏に関わる史跡・文化財や甲府城跡と同様、本市はもとより山梨県を代表する歴史的文化

遺産 として位置づけられるものでございますので、その保護 と活用につきまして関係各位

の一層の御指導 と御協力をお願い申し上げます。

平成13年 3月

甲府市教育委員会

教育長 金 丸 晃
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1。 本書 は、山梨県 甲府市横根町地 内 (通称「八人山」)に所在す る横根・桜井積石塚古墳
群横根支群 94号墳 。同 103号墳 。同 104号墳の遺構確認調査の報告書である。
2.本 書 にかか る発掘調査 は、国・県か ら補助金の交付 を受 け、平成 9年 5月 6日 ～同年
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5.本 書 における古墳の空 中写真 。写真実測 は、伽パ ス コに委託 した。
6.出 土 した金属製品の保存処理 は、働帝京大学山梨文化財研究所 に委託 した。
7.本 書 に係 る出土遺物及び記録図面・写真等 は、 甲府市教育委員会で保管 している。
8。 発掘調査参加者 は次の とお りである。

発 掘 担 当 者  平塚洋一
発 掘 調 査 員  富永小枝
発掘調査参加者 坂本 しのぶ 小宮通子 金井 い く代
遺物整理参加者  内藤真千子 望月秀和

9.発 掘調査か ら報告書作成 に際 しては、以下の諸氏、諸機関か ら多大 なる作「助言・御配
慮 を賜 った。心 よ り感謝 申 し上 げたい (順不同・敬称略 )

茂木雅博、塩谷 修、森原明廣、瀬 田正明、望 月和幸、帥 山梨文化財研究所、
山形県南陽市教育委員会
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本書 に掲載 した遺構 図・遺物実測図は以下の とお りである。

1.本報告書 における方位 はすべて磁北 を示 し、 レベル は標高である。
2.挿 図第 1図 には国土地理院発行の 1/50,000地形図「甲府」及び「御岳昇仙峡」 を使
用 した。
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第 1章 発掘調査に至る経過
横根 。桜 井積石塚 古墳群 は、昭和 40年代 に山梨県教 育委員会 が全県下 を対象 と して行 っ

た埋蔵 文化財包蔵 地分布調査 に よって明 らか とな った。昭和 58年 (1983)に 山梨県考古学

協会 に委託 した詳細分布調査 の結果、既知分 を合 め 145基が積石塚 古墳、また はその可能性

が あ る もの と して把握 され た。 また、 同年 に横根支群 39号墳、翌 々年 (1985)に は桜 井 内

山支群 9号墳 の発掘調査 を行 い、 その構 造・ 成 因 につ いて解 明 を図 った。

今 回の調査 は、平成 9年 に甲府 市横根 町 八人 山にお け る樹 木 の伐採 に よって、積石塚古

墳群 の一部 が破壊 され た こ とに伴 い実施 した もので あ る。破 損状況 は、横根 支群 94号墳 は

墳丘 の南裾部分 (谷側 )を 削平 され、 同 103号墳 は山側 か ら土砂 を被 り、 同 104号墳 は墳丘
その もの を削 られて しまう、 とい う もので あった。調査 は、破 損 を受 けた古墳 の清掃 と現

状 の実測調査 を 目的 に実施 し、あわせ て石 室の一部 の発掘調査 を行 った。104号墳 につ いて

は詳細分布調査 で古墳 か否 か判断がつかず、候補 として扱 っていた もので あ るが、ま とまっ

て存在 した礫石 が削平 されて しまったため、残存状況 の確 認 を目的 に トレンチ調査 を行 っ

六こ。

なお、平成 11年 (1999)甲府市教育委員会では、桜井支群の 15基 を甲府市有形文化財 とし

て指定 した。

第 2章 遺跡の位置と環境
横根 。桜井積石塚古墳群 は、甲府市横根町八人山山腹か ら桜井町大蔵経寺山南麓 にかけ

て分布す る。八人山の南麓 には濁川支流の大山沢ナIl・ 十郎川が流れ、棚 山 。大蔵経寺山の

麓 を笛吹川支流の平等川が南流す る。市南部で濁川 は笛吹川 に合流 し、やがて富士川 と名

前 をかえて大平洋 にそそ ぐ。

甲府市横根町・桜井町か ら東八代郡石和町・東山梨郡春 日居町 にかけて積石塚古墳が多

く分布す る。その中で も八人山の南東斜面か ら大 山沢ナII左岸 にかけて密 に分布す る。横根

町か ら桜井町 にかけては総数 145基が確認 されている。一帯 は礫石 を積 み上 げた段々のブ ド

ウ畑 になってお り、その中に も石室が点在す ることか ら、開墾の際多 くの積石塚古墳が消

滅 したことが想定で きる。

現在の甲府市は、山梨 。巨摩両郡のそれぞれ一部 を合せた領域であ り、和戸町・横根町・

桜井町 。川 田町は、『倭名類衆抄』に記 され る「山梨郡表門郷」に該当 し、山梨県内で も遺

跡が数多 く所在す る地域である。その周辺には古墳時代後期 ～平安時代の集落遺跡である

東畑遺跡、奈良～平安時代 にかけて土師器の生産 を行 った大坪遺跡、法起寺式伽藍配置 を

持つ春 日居町寺本廃寺 (白 鳳期)に瓦 を供給 した川 田瓦窯跡、一宮町国分寺 。国分尼寺 (天
平期 )に瓦 を供給 した上土器瓦窯跡が知 られる。
この地域 は、瓦の供給等か らも春 日居古墳群・寺本廃寺 に代表 され る春 日居勢力 と密接

な結びつ きがあったことが推定で きる。最近の発掘調査では、東畑遺跡か ら白鳳時代の製

作 と思われ る金銅仏が出土 し、久保 田遺跡ではセ ミを象 った金銅製海老錠が出土、前述 し

た大坪遺跡の別の調査地点か らは土器 と共 に大量の木製品や瓦塔が出土す るな ど、古墳時

代か ら古代 にかけての研究者の注 目を俄然集めている。
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第 3章 遺構と遺物
1 横根支群 94号墳

①墳丘 (第 3～ 5図 )
横根支群 94号墳 は、南傾斜面 に立地す る直径約 9mの 円墳で、純粋 に礫石 のみで墳丘が
構築 されている。調査前 は、樹木伐採 に伴 う落葉や枯木 。枯枝 に墳丘が覆われ、 また伐採

した樹木の運搬 に伴 って造 られたブル ドーザー用道路 により墳丘の谷側が削 られた状態で

あった。清掃 を行 った結果、主 に直径約 10cmか ら長径 30cmほ どの石で構築 された墳丘が確

認で きた。 これ らの石 は、現地 山中に多量 に存在す る山石 であ り、石質 は輝石安山岩であ

る。墳丘の南側裾の部分 は、幅約 2mに わたって削平 されている状況が確認で きた。墳丘
は明確 な外護列石や周隆 を伴 わず、墳丘 と地表 との境 は判然 としない。墳丘 は、 (斜面上 に

あるため概数で しかいえないが)墳項部で周囲 より約 lm盛 り上 げてあった。墳丘 中心部
か ら斜面鉛直方向に、石室 を構成す ると思われ る 6石 か らなる石列が一列 (幅約 30cm× 長

さ約 90cm)存在 した。その時点での主車由の向 きは、富士山な ど特定の 目標物や北頭位な ど

の方位 を意識 しているのではな く、等高線 に対 してほぼ直行 しているようであった。石室

の構造 を調査す るため、 T字状 に トレンチを設定 して掘 り下げた。最大径 40cm程度の石が
不規則 に入 り混むのみで、今回の調査では石室の存在 まで確認で きなかった。

② 出土遺物 (第 10図 )

94号墳か らの出土遺物 は、墳丘内 と墳丘付近の ものがある。 ともに積石塚古墳の造営 に

直接かかわった年代の もの とは考 えに くい。墳丘内出土遺物 は、陶磁器である。石室の ト

レンチ調査の際に演 出 した ものである。染付碗 と陶製の急須の把手である。染付碗 は、器

形や文様 などか ら19世紀後半の肥前系磁器 と判断 され る。

墳丘付近の ものは表採であ り、土師質土器の細片である。器形など不明であるが胎土か

ら10世紀代の所産 と考 えられる。

2 横根支群 102号墳 (写真 3)

横根支群 102号墳 は、 103号墳の南東 に隣接 して築造 された積石塚古墳である。今回調査

対象 には合 まれない古墳であったが、103号墳の写真撮影の際周辺 をあわせて清掃 を した結

果、石室が発見 された。墳丘の規模 は約 8m。 天丼石が 5枚確認で きたが、今回の調査で

は墳丘表面の清掃 に作業 をとどめたため、詳細な石室構造については不明である。

3 横根支群 103号墳

①墳丘 (第 6～ 7図 )
横根支群 103号墳 は、南傾斜面 に立地す る直径約 10mの 円墳で、純粋 に礫石のみで構成 さ

れ る積石塚古墳である。調査前 には、樹木伐採の際、墳丘の山側裾付近 を重機 で削平 して

道 を造 られた影響で、墳丘 は土砂 に覆われていた。墳丘の上砂等 を除去 しなが ら清掃 した

結果、主 に直径約 10cmか ら長径 30cmほ どの石で構築 された墳丘 を検 出で きた。 これ らの石

は、 94号墳 と同 じく現地 山中にある輝石安山岩である。墳丘 は明確 な外護列石や周隆 を伴

わないが、礫 の集中度合いによって墳丘 と地表 との境 は推定で きる。清掃の結果、墳丘の
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中心部分 には石室が確認で きたが、天丼石 は残存せず石室が露出 していた。石室は墳丘中

央部 に位置 してお り、主車由をN-45° 一 Eに とる。 しか し、 この古墳 も特定方角 を意識 し
て石室 を築造 したのではな く、斜面 に石室 を造 る都合上等高線 に並行 して築造 した もの と

考 えられ る。

②内部施設 (第 8図 )
石室は墳丘中心部 にある。天丼石 は失われ、石室の長辺・短辺の片方ずつ しか確認で き

ないが、周囲の古墳の石室構造か ら、おそ らく無袖型横穴式石室である。奥壁 (南西壁 )

と北西側壁 は遺存す るが、南東側壁 と北東壁 は攪乱のためか石の積 み方が不規則であ り判

然 としない。また、床面 について も平坦な面 を確認す るに至 らなかった。規模 は、幅 45cm・

長 さ160cm・ 深 さ30cmと やや小振 りであった。奥壁 は、幅 45cm× 高 さ36cm(床面か ら)× 奥
行 20cmの一枚岩 を立てて用いている。側壁 は墳丘同様輝石安山岩 を用い、 2～ 3段 を積み
上 げる。上段 は小 日積 みを基調 とす るが、下段は横 日積 みに している状況が看取で きる。

石の大 きさは30cm前後の ものを主体 としてお り、隙間に小石 を充填 させ安定 させ るよう構
築 している。床面 は、土砂除去後の状態では人為的な平坦面が認め られなかった。確認面

か らさらに掘 り下げたが、平石 などを人工的に敷 いた床面 を検 出で きないまま地 山の礫層

に達 した。側壁 も確認面 より下 には小石が不規則 にな らび、人為的に積んだ様子は認め ら

れなかった。

③ 出上遺物 (第 9図 )
103号墳か らの出土遺物 は、石室内か ら刀子が 1点 出土 している。奥壁か ら65cmの位置か
ら刀子が検 出された。検 出されたのは、石室 を当初確認 した面である。刀身は残存 してい

るが中茎の途中で欠損 している。現存長は 6 cmほ どである。

他 に遺物 は出土せず、古墳の築造年代等 を決定す るまでには至 らなかった。

4 横根支群 104号墳 (第 8図 )

横根支群 104号墳 は、樹木運搬用ケーブルの真下 にあった もの と思われ る。ケーブルの下
は樹木 を引 きず り下 したため、周囲 よりも一段低 くなってお り、104号墳 は調査 に入 る段階
で既 にその所在が確認で きなかった。そのため、周囲の古墳か らお よその位置 を浪1り 出 し、

墳丘があった と思われ る所 に トレンチを設定 し、調査 を行 った。

分布調査時 において、積石塚古墳の保護 を目的に「可能性のあるもの」 も積石塚古墳 と

して認定 して きた経緯がある。なかで も104号墳 は石室の存在が確認で きず、積石塚古墳か

どうか疑 問視 されていた。

調査の結果、墳丘 は もちろん墳丘構築以前 に行われた地 山の削 り出 し、外護列石や周隆

なども検 出で きなかった。 また、遺物 も全 く検 出されなかったため、そこに古墳が存在 し

たか どうか判断 はで きない。
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第 7図 横根支群 103号墳石宝展開図
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第 8図 横根支群 104号墳 トレンチ調査図
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第 9図 横根支群94号墳 。103号墳出土及び表面採集遺物

第 4章 小 括

山梨県 における積石塚古墳の発掘調査 は、春 日居町笹原塚支群笹原塚 3号墳、石和町大

蔵経寺山裏支群 15号墳、横根支群 39号墳、桜井内山支群 9号墳 に続 き 5例 目である。

積石塚古墳 には、香川県石清尾 山古墳群 。長野県大室古墳群が有名であるが、山梨県 に

おいて も現在知 られている総数では170基余 りをかぞえる。

横根桜井積石塚古墳群 は、現在の総数 は前述の とお り145基 をかぞえるが、埋葬主体部が

不明な もので石の集中状況か ら積石塚 の可能性のあるものについて も、保護保存の 目的か

ら積石塚古墳 として認定 して きた。今回調査 を行 った94号墳・ 102号墳 。103号墳・ 104号墳

のいずれ もが石室の存在が不明なまま積石塚古墳 として認定 されて きた ものである。そん

な中で 102号墳・ 103号墳の石室が確認で きたことは成果 といえよう。

第 5章 積石塚古墳研究の現状と課題
近年、静岡県浜北市内野二本 ヶ谷積石塚古墳群・群馬県高崎市剣崎長瀞西遺跡など、近

県 において も発掘調査事例が増加 している。

積石塚古墳の定義 と分類 については、笠井新也氏が提示 した石のみで築いた「純粋 な石

塚」 と上砂 を半混合 して用いる「半石塚」 との大別 (笠井 1917)、 栗林紀道氏が行 った純粋

な石塚、内部が上で外表が石 の もの、内部が石で外が上で覆われているもの、石 と上が混

ざっているものの 4分類 (栗林 1952)、 斎藤忠氏の、土石混合墳 は広義では積石塚 に属す る
が純粋 な積石塚 とは区別すべ き、 といった意見 (斎藤 1968)が 出されている。最近では飯

島徹也氏が精力的な分類 を試みている (飯島1999)が、礫石のみで築かれた もの と土石混

合で築かれた もの との境 には未だに明確 に線 を引 くことは困難である。見かけ上 は礫石の

みであって も上が流 出 した結果 そうなったのか、それ とも最初か ら礫石のみで構築 された

のか、 を判断す る材料が乏 しいか らである。
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1 積石塚古墳の分布 と立地

山梨県内の積石塚古墳 は、盆地北縁 の山裾部分、特 に古代 に山梨郡 と呼ばれた地域 に集

中す る。甲府市東部の横根・桜井地区 に145基 と最 も集中す るが、市内西部の羽黒・湯村地

区に 2基、隣接す る石和町 に19基 。春 日居町 に14基 と連続 して分布 している。甲府盆地北

縁以外では過去、南巨摩郡増穂町馬門付近 に 2基、東八代郡豊富村 と同郡境川村藤堡 に 1

基、東八代郡御坂町井之上 に 1基、金川原地区・ 下黒駒長田に もそれぞれ 3基、東八代石

和町小石和の高田塚古墳 1基、北都留郡上野原町鶴ナII上の山に 1基の存在が報告 されてい

るが、現在 その存在が確認で きない。

所在が確認 されている積石塚古墳のほ とん どが群集傾向にあ り、 まとまった支群 を形成

している。ただ し、例外的 に独立墳 も存在 している。甲府市羽黒町 にあるお天狗 さん古墳・

石和町鞍掛塚古墳 。春 日居町朝 日塚古墳である。上記の古墳 は、山頂や張 り出 し尾根 の突

端な どに位置 し、標高 300～ 450mの 山腹 に他の積石塚古墳のほ とん どが分布するのに対 し、

前記の独立墳の標高はそれぞれ493m、 400m、 780mで あ り、いずれ も立地す る山の中で も

かな り高い位置に占地 している。

甲府市横根・桜井地区には、純粋 に礫石 のみで構成 され る積石塚古墳群の他 に、横根 山

田古墳・横根村 内 1号墳・ 同 2号墳の上盛古墳群の両者が存在 す る。両者の立地 は、土盛

古墳が標高276mま での緩傾斜 に所在す るのに対 し、積石塚古墳 は標 高 290m以上 の傾斜の

急な斜面 に占地す ることか ら、土盛古墳 は山裾の平坦地 に築かれ、積石塚古墳 は標高の高

く傾斜 の急な山腹 に築かれ る傾向 を指摘す ることがで きる。ただ し例外的に、桜井支群 24

号墳 (別名「天王社古墳」)だけは標高420m付近 に所在す るが、土盛古墳である。
墳丘規模 において、その差 は明確 ではない。土盛古墳中最大規模 の横根 山田古墳の墳丘

規模 が直径 23.5m以上であるのに対 し、積石塚古墳 は最大規模 の横根支群 45号墳の墳丘規

模が直径 20.Omほ どであ り、大 きな相違 は認め られない。

調査 を した際の所見であ り科学的な根拠 はないが、積石塚古墳の集 中す る場所 は同 じ山

の斜面の中で も、特 に礫が集 中的 に散布す る場所 に積石塚古墳 も集 中す る傾向が あること

が強 く感 じられた。南～南東 を向 く斜面 に横根支群のほ とん どが集 中す るが、そこには墳

丘構築材 となる礫が多量 に散布 している。 しか し、東向 きの斜面 には礫が少な く、土が露

出 しているが、積石塚古墳 も通常の盛土古墳 も存在 しない。同 じ山の斜面の中で も礫 の多

く散布す る地域 を選択 して古墳が築かれた傾向があるといえる。 この ことか ら墳丘構築材

として、土の入手が困難だったため礫石 を用いたのではな く、 当初 か ら礫石で墳丘 を構築

す る目的で場所 を選択 した状況が窺 える。

2 発見 された遺物 と年代

山梨県 内の積石塚古墳の表面採集遺物 は、石和町七 ツ石支群 中の古墳 より,爵具
。直刀・

鉄鏃、桜井 B号墳か ら珠文鏡 。弱瑞製勾玉。横根支群 24号墳 。同 42号墳 。同47号墳 。同 73

号墳 。桜井支群 24号墳・桜井東支群 1号墳 。同 3号墳か ら須恵器片が ある。 また発掘調査

によって出土 した遺物 には、笹原塚 3号墳か ら鉄鏃、大蔵経寺 15号墳か らは土師器 。鉄鏃・

金環・ 玉類。横根支群 39号墳か ら土師器片 。鉄鏃・ 刀子・ガラス玉・ 馬の上顎骨、桜井内

山支群 9号墳か ら金環 。土師器片・須恵器片・獣骨 。人骨が出上 している。

珠文鏡 は内区に珠文が一列巡 るものであ り、小林二郎氏分類 の A類に該 当す る。勾玉は
コの字形ではな くC字形 を呈す る。上記 2点 か ら橋本博文氏は、積石塚古墳の出現が 5世

紀代 にさかのぼ ることを↓旨摘 している (橋本 1984)。
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桜井 B号墳 出土 とされ る珠文鏡 と同様 の小林分類 A類珠文鏡が、山梨県内 において もう
一例 出土 している。甲府市伊勢町遺跡であ り、昭和 34年 (1959)下水道路工事 の際偶然 出
土 した ものである。伴出遺物 に 4世紀後半か ら 5世紀後半にかけての土師器が あ り、なか
で も 5世紀後半の ものが圧倒的に多いことが報告 されている。 この ことよ り、桜井 B号墳
の築造年代が 5世紀代後半であることの蓋然性が高い といえよう。
横根支群 39号墳及び桜井内山支群 9号墳の発掘調査 によって出土 した土師器・須恵器に、
山梨県内の上器編年 より 6世紀後半か ら 7世紀 中葉 という年代が付与 され、現在 では横根・
桜井積石塚古墳群の多 くが古墳時代後期 (6世紀後半～ 7世紀後半)にかけて築造 された
もの と考 え られている。

3 石室の形態 について

古墳時代 の大 きな転機 として、主体部である石室の構造が竪穴式石室か ら横 穴式石室へ

変化す るこ とが汎 日本的な現象 として知 られている。横根・桜井積石塚古墳群 においては、

横穴式石室の本来的な 目的である複次埋葬がで きないような ものが多数存在 す る。

甲府盆地 において 6世紀後 半か ら 7世紀 にか けて築造 された群集墳 として一宮町千米
寺・石古墳群、同町国分古墳群、同町四ツ塚古墳群、作「坂町長田古墳群、竜王町赤坂台古

墳群があげ られ るが、いずれの古墳群 も横穴式石室 を有 し、その石室規模 は横根・桜井積

石塚古墳 に見 られ る全長 3m以 下 。幅 lm以 下の規模の ものか ら、石室全長 9.5mを 数える
もの までが分布す る。

横穴系竪穴式石室 とは、竪穴系横 日式石室 (例 えば福 岡県老司古墳等 )の ような九州 玄
界灘 にみ られ る竪穴式石室か ら横穴式石室への移行期の石室構造 とは異な り、古墳時代の

終末期 に現れ る横穴式石室の衰退 した形態 として一般的 に考 えられている。

今回の調査 によって新たに103号墳が横穴式石室であることが判明 したため、横根・桜井
積石塚古墳群 では、145基 中19基が竪穴式石室、65基が横穴式石室 と確認 され た。坂本美夫
氏 は、山梨県 における横穴式石室導入時期 を土盛古墳 と積石塚古墳で同時期 (6世紀前半 )
であった と推定 し、その変遷 を無袖型横穴式石室→両袖型横穴式石室→片袖型横穴式石室

と捉 えた (坂本 1986)。

しか し橋本氏 は、横根・桜井積石塚古墳群の場合、一部の竪穴式石室 は横 穴式石室に先

行す るものの、その多 くは横穴式石室が廃れた後 に導入 された もの、 と捉 えている (橋本

前掲論文 )。 宮澤公雄氏 も規模が小 さな横穴式石室は、複次埋葬が行われた とは考 えず らく、

横穴式石室の退化形式であ り、複次埋葬か ら単次埋葬への移行期 に構築 された もの、 とし

ている (宮澤 1991)。

石室の形状 か ら、石室の天丼部が「窮隆式横穴石室」 あるいは「持 ち送 り天丼」 になっ

ているもの、石室の平面形が「I同張型」 もしくは「胴張傾向」を示す ものが、「大陸の影響
を受 けた」石室形態 と指摘 されている。横根 ,桜井積石塚古墳の場合 も、145基 中 6基が胴
張型石室 として指摘 されている。石室の形状 のみで「大陸の影響 を受 けた」 との判断は性

急す ぎ、む しろ直線状 に石 を積む よりも、 ある程度湾曲 させて積んだ方が石積 み として安

定す る、 とい う意見 もある。出土遺物や周囲に所在す る遺跡の性格等 をふ まえた上 で総合

的に判断すべ きである。

4 環境 自生説 と被葬者渡来人説 につ いて

積石塚古墳の成立 について環境 自生説 と被葬者渡来人説の 2説がある。被葬 者渡来人説
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の論拠 は朝鮮半島の墓制 に類例がみ られ ることより、 その被葬者 に渡来人を想定す る もの

である。環境 自生説 は山や 山麓 に築 く場合、周囲に上がな くその入手が困難 なため、上 の

代わ りに墳丘構築材 として石 を用いた、 とい う点 を論拠 としている。

『魏書』東夷伝 中の倭人条 に「封土作家」 とあ り、対照的 に高句麗条 に「積石為封」 とあ

る。朝鮮半島における積石塚古墳の築造は、紀元前一世紀頃の高句麗の都である桓仁 の周

辺や、紀元後初頭、鴨緑江中流域の通溝平野 に遷都 した輯安の周辺 に特 に集中す る。分布

の南限は漢江流域 まで認め られ、四世紀 とされ る石村洞 4号墳がその例 として挙 げ られて

いる。427年 に平壌 に遷都 してか ら後 は、石室封土墳 に移行 し、 5世紀以後積石塚 は築造 さ

れなかった、 と考 え られている。
近年、朝鮮半島において前方後 円形の積石塚古墳が発見 され、 日本の前方後 円墳の起 源

について大 きな話題 となった。高句麗の墓制である積石塚 が 日本の古墳 に対 して影響 を与

えたか どうか、 とい う問題 は、積石塚古墳の起源 とも大 きく関わ る問題である。ただ し、

現在 は朝鮮半島における「古墳」の編年的位置付 けへの見極 めについて静観す ることが良

いのではなかろうか。

高句麗か らの 日本への移住 は、唐 に減ぼ され ることになる 7世紀 中頃に多 く行われて い

る。その頃、朝鮮半島においてはすでに積石塚が造 られな くなっていることか ら、渡来 し

て きた高句麗人が築造 した とす る説は疑問視 されている。ただ し、一部 については石 室構

造・ 出土品か ら渡来人 とむすびつける考察 もある。

特 に積石塚古墳 と渡来人 との関係が取 り上 げ られた長野県大室古墳群では、合掌式石 室

という特異な石室構 造 と、周辺に牧の存在が うかがえることなどか らおおいに論 じられ て

きた。大塚初重氏 は、①大室古墳群 中の合掌式石室 を持つ積石塚古墳が、 5世紀 中頃、各
支群でそれぞれ最初 に築かれ、その起源 を韓国忠清南道公州市付近の百済墓制に求め られ

ることや、②合掌型石棺 を有す る168号墳か ら 5世紀 中頃の須恵器・土師器 とともに土馬 が

出土 している点、③ ム ジナ ゴーロ第 186号墳の横穴式石 室前庭部か ら多 くの土師器 。須 恵器

とともに馬頭骨が出上 していること等か ら、『延喜式』に記載 され る大室牧の成立 を 5世紀

後半代 と捉 え、 そこでど焉匹の生産 に従事 した百済系渡来人 と在地 の地域社会の人び とをそ

の被装者 に推定 している (大塚 1992)。

翻 って甲府盆地では、積石塚古墳の分布 は盆地北縁 の山裾部分、特 に古代 に山梨君卜と呼

ばれた地域 に集 中 し、その石室の形態 には竪穴式・横穴式石室の両方が確認 されているが、

大室古墳群 を特徴づ けた合掌式石室はみ られない。 山梨県 内で唯一合学式石室が認め られ

るのは、古代 には八代那沼尾郷 と呼ばれた地域 にある土盛墳の豊富村大塚古墳である。

坂本氏 は、①礫 の露出がみ られ土 よりも礫 の入手が安易なこと、②朝鮮半島のそれ とは

構築方法・形態が相違す ること、③高句麗 に由来す る「巨麻郡」 には積石塚古墳がほ とん

ど確認 されていないこと、④渡来系神社 と積石塚古墳 との分布が合致 しないこと、⑤積石

塚古墳の分布す る地域 には、それが築造 され る以前か ら集落遺跡があ り、それ以降 も前代

まで とあま り変わ らない形態で集落遺跡が存続す ることの 5点 よ り、既存勢力を排除 して

渡来人が居住 した痕跡が認め られない と結論 し、環境 自生説 を採 っている (坂本 1987)。

それに対 し橋本氏 は、付近 に存在す る寺本廃寺や国分寺 にみ られ る百済系の瓦 (の 窯跡 )

の存在 か ら、百済系渡来人の存在 を推定 している。 また、横根支群 39号墳か ら,弱歯が出土

したことより馬の殉葬 を推定 し、その風習が 日本 にはな く太陸に類例が認め られ るこ とか

ら、積石塚古墳の被葬者 と渡来人 との関連 を想定 してい る (橋本前掲論文 )。

文献上でみ る甲斐国における渡来人の存在 は、① 『続 日本紀』霊亀 2年 (716)の 条 に駿

河・ 甲斐 。相模 。上総・下総・常陸・ 下野七国の高麗人 1799人 を以て武蔵国に遷 し、始 め

て高麗郡 を置 く」 との記述があ り、同 じく② 『続 日本紀』延歴 8年 (789)の 条 には「甲斐
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国山梨郡人外正八位下要部上麻 呂等、本姓 を改め田井 と為す。古爾等玉井 と為す。鞠部等

大井 と為す。解礼等 中井 と為す。並びに其の情願 を以てす。」、③『日本後記』延歴 18年 (799)

の条 には「甲斐国の人止弥若 虫・久信耳鷹長等一百九■人言わ く。己等先祖元是百済人也。

聖朝の仰せ慕 い、海 を航 り投化せ り。即 ち天朝論 旨を降 し、摂津職 に安置せ り。後丙寅歳

正月十七 日格 に依 り、更 に甲斐国に遷 る。爾 自り以来、年序既 に久 しい。去 る天平勝宝九

歳四月四 日萩 し伏奉せ り、其高麗・百済 。新羅等、遠 く聖化 を慕 い、姓 を凸 うを情願せ り、

悉 く聴 き許 され る。己等先祖未 だ春姓 を改めず。伏せ乞 うは改姓 を蒙 る。若虫姓に石川、

鷹長等姓広石野 を賜 う」 とある。

関晃氏は① について、上代仮名遣 いの研究か ら「巨麻」の音が「高麗」の音 と同 じであ

り「駒」 とは異なる点や、 この時点で甲斐以外 にはコマの名が郡名 にまでなっていない点

より、 この中で甲斐の高句麗人がかな りの数 を占めたことを想定 し、②か ら山梨郡の百済

系の姓 を持つ人が、③か ら郡名 は不明だが同 じく多 くの百済系 の姓 を持つ氏族が甲斐国に

居住 していたことを推定 している (関 1959)。

① に記載 され る高句麗系の人び とは巨摩郡 に入植 した と考 えるのが妥当であ り、② に記

載 され る百済系の人び とが山梨器 に入植 した もの と考 え られ る。そ して、その一部は両郡

に営 まれた瓦窯において瓦生産 に も携 わった と考 え られ る。

甲斐・信濃の両国においては、積石塚古墳 とその被葬者 を渡来人 に直接結びつける資料

の出上 について現時点では報告 されていない。

5 周辺遺跡の状況か ら

横根 。桜井積石塚古墳の南側 の平坦部分 に土器製作遺跡であ る大坪遺跡が展開 し、 1996

年刊行の 『大坪遺跡発掘調査報告書Ⅲ』では、平成 6年度発掘調査 における 2号竪穴建物
跡 について、「柱穴 らしきピッ トはみ られない。 (中 略)壁溝 内お よびその付近 には、径 10
cm前後、深 さ10cm前後 を測 る小 ピッ トがみ られ、壁 を保護す るために細板 を埋め込んだ痕

跡か板壁の痕跡」 (下線 は筆者 による)と しているが、滋賀県大津市穴太遺跡 を始め周辺で

検 出された「大壁造 り建物」 との類似性が考 えられ る。山梨県 内の遺跡では北巨摩郡大泉

村寺所遺跡 13号住居・24号住居 。25号住居、北巨摩郡須玉町上 ノ原遺跡 B-15、 16号住居、

C-80号 住居等で検 出されている。いずれ も「大壁住居」の記載 はないがその建築方法 に
類似性が指摘で きる。

「大壁住居」とは、建物の外壁部分 に溝 を巡 らせ その中に柱 を建 て、その柱 間を覆 うよう

に壁がめ ぐる建物である。大津市周辺では、「大壁住居」の分布 と、「竃形代」 と呼ばれ る

ミニチュアの電・甕等が副葬 され る古墳の分布が近似 してお り、渡来人の住居・墳墓 と推

定 されている。大津市周辺の「大壁住居」の年代 は古墳時代後期の 6世紀 中ごろか ら 7世

紀初めごろであるのに対 し、山梨県内で検 出された上記の住居跡の推定年代 はいずれ も 9

世紀後半か ら10世紀代 である。お よそ300年 もの時間差が存在 す る点や、礎石 (も しくは礎

板 )で柱 を支 えた竪穴住居の壁溝掘 り方 までを掘 りあげた状態での差異の有無などを検討
しなければな らない。「大壁住居」の追及 も今後調査の うえで必要な視点 となろう。近江 と

甲斐 を結んだ経路 に位置す る東海道諸国の調査事例だけでな く、旧巨摩郡地域 に偏 って検

出されていることか ら信濃 をは じめ東山道諸国の調査事例 につ いて もこれか ら検討すべ き

であろう。

横根・桜井積石塚古墳群 の北東 にある春 日居古墳群 中の狐塚古墳・寺の前古墳か らはそ

れぞれ銅銃が冨U葬品 として出上 してお り、権 力誇示 としての象徴が「古墳」か ら「仏教」

への移行期だったことが窺 える。 また春 日居町には県内で最古の〕Ⅱ藍 を配 した寺本廃寺が
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所在 し、その屋根 を葺いた瓦 を焼成 したのが横根・桜井積石塚古墳群 に南面す る川 田瓦窯

跡・上土器瓦窯跡である。東 山梨郡春 日居町お よび東八代郡石和町松本・ 山崎 と、甲府市

横根町・桜井町 は現在 でこそ行政 区分が異なるが、古代 においては同 じ山梨郡表門郷であ

ったことが判明 している。

山梨英和短期大学横根 キャンパ スの開発 にともない、平成 6年度 に実施 した東畑遺跡の

発掘調査 において、古墳時代後期 を中心 とした集落跡が検 出され、 自鳳時代 に製作 された

小金銅仏 も出上 した。その仏像 は美術史的な鑑定 によると大陸文化 の影響 を受 けていると

い う。古墳 を築造 した と推定 され る集落か ら白鳳仏が出上 した点、近隣の古墳か らの銅銃

の出上、 さらに自鳳寺院の造営 に携 わった近隣遺跡の存在等、表門郷 においては古墳時代

の終末期か ら古代 にかけて中央の権 力 と密接 に結びついた状況が窺 える。

6 展望 と課題

今回、横根・桜井積石塚古墳群 を素材 に積石塚古墳 について、①分布・立地、② 出土遺物、

③石室形態、④文献 に記載 され る渡来人、 と様 々な角度か らの検討 を試みた。 しか し、積

石塚古墳の成因解明にまでは至 らなかった。

古墳の被葬者 (氏族)が特定で きた ものには、墓誌が出土 した大安万侶の例や、近江国
滋賀郡 における漢人系帰化氏族の例 が拳げ られ る。巨大前方後 円墳の被装者 に凝せ られ る

諸天皇 (大王)の例や、埼玉県下 における「胴張型横穴式石室」 を持つ古墳 を壬生吉志の
墓であるとす る金井塚氏の論考 (金井塚 1980)については、推定の域 を脱す ることはで き
ない。 また同様 に、積石塚古墳の被装者 を渡来系氏族 と結びつ けようとす ることも非常に

困難 な作業である。

先 に引用 した『日本後記』③ の記述 より、百済系渡来人は彼 の国か ら直接 甲斐国にきた

のではな く、摂津国 とい うワンク ッシ ョンをおいて入国 したことがわか る。高句麗系渡来

人 について も直接入国 したのではな く、何処か らか大和政権 の命令 によって甲斐国に入植

し、ついで武蔵 国に移植 したことが推定で きる。渡来系の氏族が祖 国の習俗 に倣 って積石

塚古墳 を造営 した とい うのであれば、入植 した地域 に積石塚古墳が存在す るもの と考 えた

いが、摂津国にも武蔵国高麗郡 に も積石塚古墳存在の報告 を聞かない。

現在、古墳だけでな く集落遺跡 について も、開発 に伴 い発掘調査 が多数行われている。

あ りきた りではあるが古墳それ 自体だけでな く、周辺の集落遺跡 における出土遺物等か ら

も共通す る要素 を抽 出す ることに より、古墳の被葬者若 しくはその氏族の解明につなが る

手がか りが得 られ るであろう。「大壁住居」 もその要素の一つにな り得 るもの と思われる。

今後、 日本全国への拡散 。分布 について、詳細 に分析 され ることが望 まれ る。
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第 1表 積石塚古墳分布一覧表
古墳(Vrl名称 総数(積石塚 所在県 所在市円酵↓ 墳丘形態・規模 主体部構造 勤 備考

脚ミ鞘 2辺き 山形環 南陽市 蜘 急傾斜面

鏡石古墳 静焉燥 下1刑毒部日吾和幹寸 Il墳 菊

隣結 墳 汚陪馬郡制 寸円 陵ぶ

徹稗 !塀鮮 2〕甍 施酪馬郡翻 」円 陵斌

n/1ヽ山古墳 指酢焉郡神 司勘

田尻古墳 花辞帥 持↑可方墳 蹟穴式

隅荷森古墳 誌馬君巨

`秦

名円丁 方墳

谷ッ古墳群 2辺き 静馬郡箕郷町 万墳 竪穴式

坂帯 輔 6辺芸 ,幻 H市 方墳 竪穴式

剌 砧 墳 1幻 II市 方墳 竪穴式

判 R古増群 4球は2剰 渋,II市 円墳 陵穴式、竪穴式

剣先長瀞西古墳群 3チ基(5老罰 高崎市 方墳 竪穴式

諏訪平 3号墳 不可荘期郭日吾イ欄オ寸 円墳 棘 式

'II瀬

原古墳群 1盤 不可根那昭和村 チテ研夕、  コFヽ二善望う1彰

王山古墳 前橋市 前方後円墳

瀬戸岡古墳群 鵡         「 桝 II市

簡 こ・秘朝Fホ己待琢と,テ断瞬 14燃 山観 甲府市 円墳 陵穴式、竪穴式 丘陵～山麓

お天狗さん古墳 甲府市 円墳 蜘項に独立

湯付山古増群 9基 (1剰 甲府市 円墳 購 丘陵～山麓 土野裁昆機

大蔵経寺山古墳群 19基 冗
=不

日口丁 円墳 憤穴式 丘陵～山麓 3基山畝

春日居古墳群 41Z吾 (lZ剰 粛言日五吾円丁 円墳 鱒 丘陵～山麓 鋼銃の出土もある

新郷 1号墳 長野県 大町市 円墳 鱒 同辺 9来が積石塚古墳

岩松院古墳群 お輪施町

長原古墳群 70老き史こく 長野市 ヤックラを多く合む

鐵 齢 505をき 長野市 円墳 山麓 脚 石室を多く合む

西前山古墳 長野市 円墳

菅間大塚古墳 長野市 円墳

竹原笹妖古墳 長野市 円墳 合掌型石室

糊 勧 長野市 円墳 合掌型石室

桑根井鎧塚 1号墳 長野市 円墳 敵 ¬どt

観音嫁古墳 長野市

葬翔廟 古墳群 4弟ミ(3芳煮) 舅罵々余D督吾栞無口坊鷲増 寸雄 螂

里山辺古墳群 19老き(5塑昼9 除本市 円墳 伐穴式、竪穴式

二本ヶ谷積石塚古墳群 2盛 静岡県 兵北市 颯 勘 制

辺田平 古婚群 14号墳 浜北市 台地

太田坊古墳辞 6号墳 兵北市 台地

瓦屋西C古墳群27号墳 棗俗市 円墳 台地

千人塚平C古墳群13号馨 浜松市 台地

憂野向山B古墳群26号響 袋井市 方墳 丘陵

天神山古墳群(3号瑚 3理ξ(l rtil 閉西市 円墳 慌斌 丘陵

衡頭山

'老

恨古墳群 40老き 愛知県 一宮町 離 臨土墳と混在

城山古娯群 一宮町 円墳 丘陵

向山古墳群 3辺き 一言円丁 円墳 丘陵

フウキ古墳群 2芝書 一宮町 山麓

常光寺古 増 辞 4号増 一宮町 丘陵

大入山古墳群 lll■ 新城市 ,報
向山古墳群 3辺去 新城市 離

謝 醐 12拶埠〔 豊赫 尾恨 融 墳と混在

上寒之谷 1号墳 豊橋市 融

荒木古墳群 (15号燭 1は(1剰 豊4誦 円墳 蜘 醜

珂し巳」1嗚手増 豊橋市 尾恨

正家積石塚墳 四 恵那市 南山大調査

美佐野積石塚古墳群 10基 魔児謝雛陪 町 山腹

不動同1号墳 げE)巳扉白障を川需き口丁 谷地

虎渓山 4号墳 多治見市 制

ジーコン,ヽ誹時辞 山 口呉 稼市

うのべIIIFTe alll県 大川郡津田町

野田院古墳群 香川県 き通寺市 前方後円墳系 蜘 山頂 3世紀4充半
ハ カ リゴーロ古墳 坂出市 両方後円墳系

石瀬尾山古墳群 誡 市 前方後円民 双方中円墳他

丹田古墳 99落き 徳島県 Er)HギittT 竪穴式、竪穴系横口式

掘環 1号墳 鳴F司市

拘崎古増群 長崎県 興崎市

旧島古墳群 250難 福岡環 翔確郭丁 海岸

日本国内で確認 されている積石塚古墳 を第 1表にまとめた。この表の作成にあたっては、「積石塚古墳 J(山梨県考古学協会 1999)、 「東海の積石塚古墳」 (岩原剛1999)
r南陽市史 上巻』 (南陽市 1990)、 及び瞳 b上で「積石塚古墳」及び「積石塚」を検索 した結果 による。ただ し、ここでは純粋 に礫石のみで築かれたもの と、土石混
合で築かれた物 との区別は していない。
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写真 1 調査区遠景 (右上に94号墳、左下に102、 103号墳 )



写真 3 102 号 墳

写真 4 103 号 墳
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写真 5 94号墳

写真 6 103号墳 石室

写真 7 103号墳石室奥壁

写真 8 103号墳 刀子出土状況
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写真 9 104号墳 トレンチ調査

写真10 94号墳出上遺物

写真11 94号墳周辺表採遺物
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写真 12 103号墳出土刀子
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